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保険のお知らせ

2016　6/10 号　 8

問健康保険課  賦課徴収係　☎52-5809

【  介護保険料の納付方法について  】
納付方法は、特別徴収（年金天引き）と普通徴収（納付書払いや口座振替）の２通りがあります。
介護保険料は、年金の受給額などによって納付方法が介護保険法で定められているため、納付方法を個
人でお選びいただくことはできません。

◇年金の支給額が 18 万円以上の人（特別徴収）
　保険料の年額を６期に分けた金額が、年金の支払い時に差し引かれます。

　ただし、次に該当する人を除きます。
　①年度途中に 65 歳になられた人（一定期間のみ）　　　  ④年金受給権を担保にされている人
　②年度途中に転入された人（一定期間のみ）　　　　　　　⑤年度途中で基礎年金番号を変更された人
　③年度途中で所得段階区分が変更（減額）になられた人　⑥老齢福祉年金のみ受給されている人

◇上記（年金天引き）以外の人（普通徴収）
　町から送付する納付書や指定口座からの口座振替により納めていただきます。

　なお、特別徴収に該当する場合でも、年度の途中で 65 歳になられた人や他市町より田布施町へ転入
された人は、次の「年金天引き開始月」まで普通徴収により保険料を納めていただくことになります。

65 歳到達または転入の日 年金天引き開始月

４月２日～ 10 月１日の場合 翌年４月から

10 月２日～翌年４月１日の場合 翌年 10 月から

資格取得年月日 異動事由 年金天引き開始月

平成 28 年７月 10 日 　・年齢が 65 歳になられた

　・他市町より田布施町へ転入された

平成 29 年４月から

平成 29 年３月 20 日 平成 29 年 10 月から

【例】
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【所得割額】
（平成 27年中の所得－ 33万円）

× 10.52%
＋

基礎控除

所得割率（県内均一）

【均等割額】

52,390 円

（県内均一）

＝　年間保険料額

※保険料の上限は 57 万円です。

《均等割額の軽減の対象範囲が拡大》

《保険料額》

広報たぶせNo.9579

①世帯内の「後期高齢者医療制度の被保険者全員」と「世帯主」の※所得金額の合計額が

33 万円以下の人

　　⇒均等割額が 8.5 割軽減となります
　　※この場合の所得金額とは、基礎控除はせず 65 歳以上で公的年金控除を受けている人は最大
　　　15 万円を控除したものです。

②①の人のうち、世帯内の「後期高齢者医療制度の被保険者全員」が、年金収入 80 万円

　 以下で他の所得がない場合

　　⇒均等割額が９割軽減となります

③後期高齢者医療制度に加入する直前は「会社などの健康保険の被扶養者（国民健康保

険組合を除く）」であった人

　　⇒均等割額が９割軽減となります

④年金収入が 153 万円以上 211 万円以下（給与収入などがある場合でも、総所得金額が 

　 91 万円以下であれば対象となる）の人

　　⇒所得割額が５割軽減となります

■所得の低い世帯については、国民健康保険税と同様の軽減措置に加え、以下の軽減措置を
行います。

【後期高齢者医療保険制度には、減免制度があります】
　災害などの理由で一定の基準に該当し、必要と認められた場合は、申請により保険料が減

免されることがあります。詳細は、健康保険課賦課徴収係までお問い合わせください。

（注）均等割額は、重複して軽減を受けることはできません。

後期高齢者医療保険料は、２年ごとに保険料の見直しを行っています。このたび、平成 28 年度・平
成 29 年度の保険料を改定することになりました。後期高齢者医療保険料の改定は次のとおりです。
また、法改正により均等割額の軽減の対象範囲が拡大されます。
皆さんのご理解とご協力をお願いします。

◇２割軽減
　33 万円＋（47 万円×被保険者数）以下
⇒ 33 万円＋（48 万円×被保険者数）以下

◇５割軽減
　33 万円＋（26 万円×被保険者数）以下
⇒ 33 万円＋（26.5 万円×被保険者数）以下

【  後期高齢者医療保険料が改定されました  】


